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池田 等 ･吉井 致 ･三宅信一郎･井上酋
文 ･田中 均 ･梅田直人(川崎医)
詔長城の動脈系の研究は,ヒトの動脈系を知る
うえに重要で,ヒトの破格が霊長類で保存されて
いることが報告されている｡我々は詔長城の動脈
系の解析を行い,下記の結果を得た｡
霊長掬か動脈系は眼球に分布する網膜中心動脈,
後毛様体動脈の発達度および分布状態から見ると
8型に分けられた｡第1型 (網膜中心地脈,内側
一後毛様体動脈が未発達 )には原授乳 第2型(内
側一後毛様体動脈が未発達)には広舜放校,荊3
壁 (ヒトと同型 )には狭昇猿校が属する｡
眼動脈と関連する他の頭部動脈系(大脳動脈輪,
アブミ骨動脈,顎動脈)の比較解剖を試みた｡詔
長類の眼動脈の分岐部位は大脳動脈輪より分岐す
る型(原猿頬 )と内頚動脈の末梢より分岐する型
(美校頬 )の2型が認められる｡眼動脈と他の頭
部動脈系の間には吻合が認められ,特にアブミ骨
動脈,致動脈,顔面動脈との吻合は各動脈系の発
-54-
